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皆
様
に
は
ご
健
勝
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
年
初
よ
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
猛
威
を
振
る
い
全
世
界
に
広
が
り
を
み
せ
多

く
の
方
が
災
い
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年

は
収
束
へ
向
か
い
万
事
が
是
非
好
転
す
る
年
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
祈
念
い
た
し
ま
す
。

昨
年
開
催
致
し
ま
し
た
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関

係
者
中
央
慰
霊
祭
」
に
て
も
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
ソ
連
は
日
ソ

中
立
条
約
を
一
方

的
に
破
棄
し
、
満

州
・
北
朝
鮮
・
樺

太
・
千
島
に
領
土

拡
大
の
為
の
侵
略

を
行
い
、
不
法
に

も
軍
人
に
加
え
軍

属
や
一
部
民
間
人

ま
で
も
拉
致
し
、

旧
ソ
連
領
内
各
地

シ
ベ
リ
ア
、
ア
ル

タ
イ
、
中
央
ア
ジ

ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
モ
ン
ゴ
ル
な
ど

に
、
長
期
に
わ
た

り
強
制
抑
留
し
、

飢
餓
、
極
寒
の
中
、
過
酷
な
強
制
労
働
に
従
事

さ
せ
更
に
は
思
想
教
育
を
行
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
六
十
万
人
を
超
え
る
日
本
人

抑
留
者
が
栄
養
失
調
、
伝
染
病
、
極
寒
等
極
め

て
劣
悪
な
環
境
下
で
の
収
容
所
生
活
を
強
い
ら

れ
、
そ
の
う
ち
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
も
六
万

人
余
の
同
胞
が
不
帰
の
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
方
々
を
忍
ぶ
と
き
、
ま
た
死
没
さ
れ
た
皆
様

を
故
郷
日
本
へ
お
連
れ
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

現
況
を
思
う
と
ま
さ
に
断
腸
の
思
い
で
す
。

戦
後
七
十
五
年
を
迎
え
た
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍

で
一
部
事
業
が
開
催
延
期
や
中
止
と
な
り
ま
し

た
。多

く
の
支
部
で
は
厳
し
い
開
催
条
件
の
中
、

こ
の
戦
後
に
起
こ
っ
た
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
悲

劇
を
、
二
度
と
再
び
起
こ
さ
な
い
た
め
に
「
慰

霊
祭
」、「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展
示
会
」
並
び

に
「
抑
留
体
験
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い
」
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
並
び
に
ご
家

族
の
ご
多
幸
、
ご
平
安
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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よ
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令和2年度 実施事業（4月〜11月）— ①

慰霊祭
　実施日／令和2年10月16日　参加者／112名

開催県数／13県　開催日／令和2年4月～11月　参列者／合計152名

中央慰霊祭　―東京 都市センターホテル―

地方慰霊祭　
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令和2年度 実施事業（4月〜11月）— ②

語り継ぐ集い
開催県数／2県　開催日／令和2年4月～11月　参加者／126名

相談・調査
① 対応件数／約286件（手紙・電話・ホームページ上での問い合わせ）
② 厚生労働省実施の旧ソ連領　遺骨収集 ( 中止 )
③ 資料翻訳（日本語 ⇔ ロシア語）　　④ 資料のデータ化
⑤ ロシア国立軍事古文書館公式サイト　翻訳

慰霊訪問（墓参） 

展示会
開催県数／2県　開催期間／令和2年4月～11月　入場者数／450名

全コース中止
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●銀行振込でのご送金
　三菱UFJ銀行　市ヶ谷支店
　普通預金口座　0730329

●現金でのご送金
　〒102-0073
　東京都千代田区九段北１-８-２
　　　　　九段第二勧業ビル２階
　　一般財団法人　全国強制抑留者協会

寄付の方法

寄付金募集に関しますご報告

寄付金募集に関してのお礼とご報告  … 令和2年11月30日

　日頃は一般財団法人全国強制抑留者協会の活動に対して多大なご理解、ご支援を賜り、厚く
御礼申し上げます。
　この度の寄付金につきましては本協会の貴重な財源として慰藉事業ならびに慰霊事業に役立
たせていただきます。
　引続きご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

合計件数…１９件（現金…４件　　現金書留…５件　　振込…１０件）
合計金額…５１７,０００円

　日頃は（一財）全国強制抑留者協会の活動に対して多大なご理解、ご支援を賜

り厚く御礼申し上げます。

　私ども、財団は戦後シベリアを中心とする旧ソ連各地に抑留された方々の処遇

改善を図り、戦後強制抑留問題を風化させることなく、その体験を将来への教訓

として継承し我が国の永遠の平和と繁栄を期することを目的として活動して参り

ました。

　当財団は昨年度同様に今年度も「慰藉事業を全国規模で実施することができる

法人に対し、当該慰藉事業に要する経費の一部又は全部を補助することにより戦

後強制抑留者に対する慰藉の念を示す事業の円滑な推進をはかる事を目的とす

る」事由で、国から補助を受けることができました。

　おかげさまで、コロナ禍ではありましたが、今年度予定されておりました事業

は国からの補助と皆様からのご支援によって概ね終了できましたことをご報告申

し上げます。

　戦後におきた非人道的な強制抑留問題を語り伝え、またその体験を将来への教

訓として継承できるように活動して参る所存です。

　引き続きのお願いで恐れ入りますが、皆様方のご支援、ご協力を宜しくお願い

申し上げます。
一般財団法人　全国強制抑留者協会

　　会  長　山 田  秀 三


